







「日本近代文学の感覚と精神 J を題名としたこの研究レポートは夏目激石の「道草 J と
































士nおくろう t い i 目算がhot！円であった。 j





































I車問棋のー生 Jli 、 E描t I 自量的工スキス j t削誌がVChっ ti っし i ？ ~trr いた tころから！t も、自祖伝の意味を持つものだったこ l:U明らかでhO
E請ができ bがった日時位、 AまiEltthてた目記tM六月二十日t い？ Bfftl ヮT知~u. 院のur~aIへ送b手記l の中でU、自Eの量慢を、自己















「或阿保の一生 J は作者が書き残した遺書と言うことよりも、 「生」と「死」を深く
意識して書かれた自伝小説だと言えます。
「或阿保の一生 J の四十九章の「剥製の白鳥 J を読んでみれば作者と作品の関係と
現実とフィクションの関係がどこまで重なって接続しているか分かつて来ます．





いた。世Uそのために手盟仁量の r !tt 真実 t Ji書＇＇＂r 110 こ t にした．
世urt~障のd生l t書き上げた齢、自揺れ古:Uiの店ti里の自Aのhe のを見つttt~. それU肘幸町て1
つTいたものの、ょこEんだ羽田H虫はbれていた．世位量のー生をEい、震キ店員のこ hあげbのを ！Ht~. 自
の菌仁川 LのU曜細か自aかtf円だった。 ttUBの暮れの在来をたったー人事きながら、おもむろ叫を誠in仁E
まn歯t持っこ t同心した。
I車問障のー生 J -（文車～168ページ～ 169ページ）
この四十九章に「剥製の白鳥」という陪食の形で表している意味は作品そのもの自体
でしょうか。それとも作者自身でしょうか．




意味をもち 、 「一生」と「白鳥 J は美しい 「美」の感覚、理想、完錠なものを表した
いのだと解釈できます。





























「海」が実父のことを表しているならば 「山 J は養父のことを指しています．
では、 「海にもすめなかった. . . J と言っている意味は 主人公は実父のところに
住むことが出来なかったと言う事を表しているのです．
















八章の「花火 j と言うこの部分では主人公は「人生 J と言うものに対して希望と
言うものを亡くした状態です．そこへ 「花火」というものが表れます。その「花火」
というものは「彼 J にとって人生よりも望ましい物として表れます．
こんなにも強い存在を求められる 『花火 J は何を意味しているのでしょうか．
「花火」の隠食が何を意味しているのか分かるためには花火自体を考えなければ
なりません．花火は 紫色であり、凄まじいとも書いています。紫色は強く濃い色で
す． 「凄まじい J と言う意味は勢いや 程度が恐ろしいほど激しいことをいいま
す． 花火は 「命 J の象徴だと解釈できます．








































































































































































激石は「先生」という形で描き出されています．その上、 「かしの木 J は激石自身
の象徴としても解釈できます．
主人公の感覚の内に存在する「先生 J は「大きなかしの木 J のように大きな存在を
もっています．
作者は「彼 J がいた光景を通して「先生 J と言う存在の持つ人物を描き出し、
自分にどれほどの大切な存在なのかを示しています．











































「道草」 「内 J に意味を求める
「或阿保の一生 J 「外 J に意味を求める
イ守三 o'°b と主主主主主
最後に「道草 J の「道 J は何を意味しているのか解釈したものを書いてみたいと


















激石が「道 J と象徴的に描かれた人生を芥川は生と死を過した「一生 J として
表しています．
???
